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第７１回国立大学法人奈良女子大学経営協議会議事要録 
 
日 時  令和２年１１月２７日（金）９時３０分～１１時４５分 
場 所  遠隔会議：第一会議室（事務局管理棟３階），研究室等 
出席者  今岡学長，藤原理事，小路田理事，小川理事，野村理事，平井理事 

井岡委員，河野委員，清水委員，牧田委員，山川委員 
欠席者  松本委員，村岡委員 
列席者  三野監事，福田監事，河本事務局長，岩阪事務局次長／総務・企画課長， 

桑原国際課長，川村研究協力課長，林財務課長，清水施設企画課長， 
鱸学務課長，西村学生生活課長，早川入試課長，横井学術情報課長 
荒堀総務・企画課課長補佐，米谷総務・企画課課長補佐， 
竹内総務・企画課総務係長 

     議 長  今岡学長 
 

 議事に先立ち，第６９回経営協議会（令和２年６月２６日開催）及び第７０回経営協議

会（令和２年７月１５日書面開催）記録を確認。 
 

審議事項 
１．役員の令和２年１２月期に支給する勤勉手当の勤務成績評価について 
  学長から，国立大学法人奈良女子大学役員給与規程に基づく勤勉手当の成績率の取

り扱いについて，資料１により説明があった。 
  続いて，勤務実績の参考とする令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果につ

いて，資料５により報告があり，これにより，１２月期に支給する役員の勤勉手当の勤

務成績評価について諮られ，審議の結果，役員全員に標準（勤務成績が良好）である１

００分の９５を適用することとした。 
  
２．学内諸規程の改正について   
  事務局長から，資料２－１及び資料２－２により説明があり，審議の結果，これを承

認し，役員会へ付議することとした。 
 

３．その他                     
  特になし 
 
報告事項 

１．奈良教育大学との連携協議について 

学長から，資料３－１から３－３により，奈良教育大学と作成中の設置構想，令和

２年度国立大学改革強化推進補助金の不採択結果及び奈良教育大学との第４期中期目

標・中期計画策定の状況について報告があった。 
 

２．工学部の設置について 

  学長から，資料４により，文部科学省からの審査意見への回答について報告があっ

た。 

 

３．令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果（原案）について 

  小路田理事から，資料５により，令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果に
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ついて，４項目すべて順調の評価を受けているとの報告があった。 

 

４．令和元事業年度財務諸表の承認について 

  藤原理事から，資料６により，前々回の経営協議会で承認を得た財務諸表について

文部科学省から承認されたことの報告があった。 

 

５．国立大学法人等における剰余金の翌事業年度への繰越しに係る承認について 

藤原理事から，資料７により報告があった。 

 

６．令和３年度概算要求について 

  藤原理事から，資料８により，令和３年度概算要求の概要，本学の要求内容及び令

和３年度戦略の進捗状況等に関する調書について報告があった。 

 

７．令和３年度国立大学法人等施設整備の事業評価結果について 

  藤原理事から，資料９により，奈良カレッジズ総合イノベーションセンター棟及び

工学部に関連する総合研究等（Ｈ棟）改修に関する令和３年度施設整備費補助金の事

業評価結果について報告があった。 

 

８．学生寮の建設スケジュール及び状況について 

  事務局長から，資料１０により報告があった。 

 

９．国立大学法人ガバナンス・コードにかかる各国立大学法人の適合状況等の報告につ

いて 

  学長から，資料１１－１及び資料１１－２により，令和３年２月末までに報告書を

公表することについて報告があった。また，報告書の作成にあたっては，経営協議会

による確認が必要なため，令和３年１月の経営協議会で審議いただきたい旨の発言が

あった。 

 

１０．なでしこ基金について 

事務局長から，資料１２－１から資料１２－３により，なでしこ基金の受入状況及

び使途等について報告があった。 

 

１１．学内諸規程の制定等について 

学長から，資料１３により，令和２年１０月に一部改正した附属学校長選任規程等につ

いて報告があった。 

 

１２．国立大学を取り巻く最近の動向について 

学長から，資料１４－１により，国立大学法人の戦略的経営実現に向けた戦略会議

の中間とりまとめについての報告，資料１４－２により，１１月６日に開催された国

立大学協会通常総会について報告，資料１４－３により，国立大学協会の第４期中期

目標期間へ向けた国立大学法人の在り方にかかる検討課題についての中間まとめにつ

いて報告があった。 

 

１３．新型コロナウイルス感染症への対応について 

  学長から，資料１５により，新型コロナウイルス感染症への本学の対応について報
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告があった。 

 

１４．本学の現状等について 

学長及び各担当理事等から，次の事項について報告があった。 

（１）年次基礎データ集について：資料１６－１ 

（２）令和２年度科学研究費助成事業応募・採択状況：資料１６－２ 

（３）広報誌 Today Vol.34，35：資料１６－３ 

（４）新聞報道について：資料１６－４ 

 

１５．国立大学法人奈良国立大学機構（仮称）の設置構想について 

  事務局長から，資料３－１により，構想概要について説明があり，学長から委員に

対して意見聴取があった。 

  井岡委員からは，補助金申請は不採択になったが，それに影響されることなく奈良

教育大学との法人統合を引き続き進めていくことが必要である。工学部の設置につい

て，専門性を追求するＩ字型ではなく，幅広い知識を追求するＴ字型の構想に共感す

るが、将来どのようになっていくかの図がわかりにくいところがあるのではないか，

工学部と奈良カレッジズとの繋がりが分かるよう社会に発信していただきたい旨の意

見があった。 

河野委員からは，未来ある希望あるロールモデルを作ってもらえるのではと期待し

ている。奈良という地を活かした新しい教育を全国あるいは海外にも発信できるよう

実現させてほしい。工学部に関して企業にいる者としての懸念事項として，既存の学

部と工学部の学生で身につく能力の違いが企業にとって分かりにくいと，学生が就職

活動の際に苦労することになるため，何を学んできたかをアピールできる教育を行っ

ていただきたい。工学は社会のトレンドに左右されるため，基本的な部分を抑えつ

つ，社会の変化に対応できるフレキシブルな思考を持った人材を育てていただきたい

旨の意見があった。  
清水委員からは，法人統合について二大学の特色や強みを特に受験生にアピールす

ることが重要である。工学部については，奈良女子大学の発展に重要であり，出口問

題と，地域・企業との繋がりを強化する必要がある旨の意見があった。 
牧田委員からは，異分野交流が促進されることを魅力的に思っている旨の意見があ

った。 
山川委員からは，国立大学法人奈良国立大学機構の名称について，統合の結果どの

ような大学になるのかがかえって拡散してしまった感じがする。設置構想について，

内容が多岐にわたり，統合することによって経費がかさむように見えるし，総花的に

なっているので，もう少し整理が必要なのではないか。工学部の設置にかかる審査意

見について，厳しい指摘がされており，その結果，法人統合において教員養成の充実

は目玉にしていけるのか，工学部の特色が弱まってしまうことを懸念する旨の意見が

あった。 

   

１６．その他 

  特になし 

 

以 上 


